
８
月
27
日
か
ら
岩
内
で
開
催
さ
れ
た

支
部
書
道
展
・
研
究
大
会
に
村
上
仁
皐

さ
ん
、
原
翠
優
さ
ん
の
２
名
が
参
加
、

出
品
し
た
。
二
人
は
特
選
を
受
賞
し
、

全
道
大
会
（
釧
路
）
に
出
品
す
る
。

「
九
成
宮
醴
泉
銘
」
に
取
り
組
ん

だ
原
翠
優
さ
ん
は
「
細
く
引
き
締
ま
っ

た
字
形
を
臨
書
で
き
る
よ
う
に
３
カ

月
で
50
枚
以
上
練
習
し
ま
し
た
」
と

言
う
。
大
会
の
研
修
で
は
「
木
簡
」

に
関
心
を
持
っ
た
。
村
上
仁
皐
さ
ん

は
「
曹
全
碑
」
を
臨
書
し
た
。
文
字

が
扁
平
で
柔
ら
か
く
波
磔
を
つ
け
ら

れ
る
よ
う
に
気
を
付
け
た
。

高
文
連
支
部
美
術
展
が
開
催
さ
れ
、

花
立
知
世
子
さ
ん
（
２-

３
）
の
「
気

配
」
が
全
道
入
選
し
、
多
田
歓
く
ん

（
３-

３
）
の
「
純
情
可
憐
」
、
瀧
上

萌
友
さ
ん
（
３-

３
）
の
「
お
も
う
ふ

と
」
、
坂
東
元
く
ん
（
１-

２
）
の

「
幸
運
の
宿
っ
た
駆
逐
艦
「
雪
風
」
」

の
３
作
が
佳
作
に
選
ば
れ
た
。

家
の
壁
と
人
肌
の
質
感
描
き
分
け
た

築
50
年
の
家
の
壁
、
そ
の
木
目
が

目
の
よ
う
に
見
え
、
小
さ
い
頃
か
ら

見
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
い

た
と
い
う
。
講
評
で
は
壁
と
人
肌
の

質
感
の
違
い
を
出
せ
た
と
評
さ
れ
た
。

愛
犬
の
可
愛
ら
し
さ
を
描
い
た

愛
犬
を
題
材
に
純
粋
さ
、
可
愛
ら

し
さ
を
描
い
た
。
犬
の
毛
並
み
と
毛

布
の
質
感
を
出
す
の
に
苦
労
し
た
。
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１-１ １-２

村上仁皐さん、原翠優さん
支部特選、全道へ

特選

１-１ 村上仁皐さん

「曹全碑」（隷書体）

特選

１-２ 原 翠優さん

「九成宮醴泉銘」（楷書体）

市民会館を満席に

部長の今堀帆乃香さん（左）は「700

席を満席にしたい。ダンス、歌、ソロの

パフォーマンスなど楽しんでいただける

内容です」と語る。部員37名の熱演を聞

こう。チケットは吹奏楽部員まで。

花
立
知
世
子
さ
ん
「
気
配
」
が
全
道
入
選

多
田
く
ん
、
瀧
上
さ
ん
、
坂
東
く
ん
が
佳
作

前列 多田歓くん、花立知世子さん、瀧上萌友さん、坂東元くん

全道入選「気配」花立知世子さん

佳作「純情可憐」多田歓くん

佳作「おもうふと」瀧上萌友さん

いか（現実）とくじら（空想）の

せめぎ合いを描いた。

佳作「幸運の宿った駆逐艦「雪風」」」

坂東元くん 空には昼・夕方・夜の要素
を入れた。駆逐艦「雪風」に関連する戦

艦「大和」「武蔵」「信濃」「神通」も

レイテ沖戦をイメージして描いた。




